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第２５回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 三田隆俊は、令和元年６月２５日、午後３時００分、農業委員

を足利市役所に召集し、第２５回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 三田照子   ３ 三田隆俊 

  ４ 藤生正浩   ５ 森山進平   ６ 遠藤茂太 

  ７ 河内義昭   ８ 星野雅彦  ９ 長谷川良光 

１０ 亀田幸雄 １１ 仙田光男 １２ 桐生さとみ 

１３ 清水 茂 １４ 赤坂安一 １５ 本島一喜 

 

１ 出席した農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。 

   久保信雄、長竹武男、尾崎文一、堀江 充、萩原晴夫、齋藤 幹、岡村奏一、 

寺﨑 亙、平塚和弘 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

   局長 斉藤正巳、次長 川田和之、主幹 足立 純、主査 須釜和彦、主査 齋藤玲子 

１ 書記は、次のとおりである。 

 主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

   (議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

報告いたします。ただいまの出席委員は１５名全員であります。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専 

決処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第４号について 

議案第１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断に 

ついて 

議案第４号 農用地利用集積計画の決定について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１５名で定足数に達して
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議長 

次長 

議長 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

主幹 

 

おりますので、これより第２５回足利市農業委員会総会を開会いたします。 

【午後３時０１分 開会】 

報告事項について、次長より報告させます。 

【事業概要報告】 

次長から報告がありましたが、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

４番 藤生正浩委員、１４番 赤坂安一委員を指名いたします。ご異議ござ

いませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

議案書の２ページをお開き下さい。 

農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決処理につい

て、ご報告させていただきます。１ページの総括表に基づきましてご報告いた

します。 

まず始めに、農地法第４条の届出ですが、件数が４件、筆数が７筆、面積が

１，７６８．２７㎡となっております。 

続きまして、農地法第５条の届出ですが、件数が２１件、筆数が２５筆、面

積が１０，０３８．３２㎡となっております。 

合計いたしまして件数が２５件、筆数が３２筆、面積が１１，８０６．５９

㎡となっております。 

また、詳細につきましては、第４条の届出が２ページに、第５条の届出が３

ページから７ページに記載されております。 

以上、報告いたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の８ページをお開き下さい。 

議案第１号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について、ご説明い
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議長 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たします。 

１番、申請地は小曽根町地内の畑、面積１７８㎡ほか１筆、計３７７㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備で、太陽光パネル２４０枚を３２０．００㎡に

設置するものです。 

申請理由は、規模縮小による農地の有効利用と売電のため太陽光発電設備

を設置したいで、農地区分は第２種農地、備考としまして、都市計画法適用外、

足利市再生可能エネルギー条例確認済、農地法４-２-２、他に代替えする土地

の有無 無でございます。 

続きまして、議案書の２１ページをご覧下さい。 

１番の調査書となっております。各項目とも、適正なものと判断されており

ます。 

次ページに位置図と公図が載せてございます。また２３ページに土地利用

計画図が載せてございますので、ご覧いただければと思います。 

以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

本件について意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号 はそのように決定いたしました。 

続いて議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを

議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の９ページをお開きください。 

第２号議案 農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご説明

いたします。 

今回、合計で１５件の申請がございました。うち２件が住宅となっておりま

す。残り１３件が太陽光発電設備用地の申請となっております。 

１番、申請地は名草下町地内の畑、面積１，１９６㎡ほか１筆、計１，６２９

㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル３９６枚を８００㎡に

設置するものです。 

申請理由は、記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第

２種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

続きまして、議案書の２５ページをご覧ください。１番の調査書となってお

ります。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。 

また、実情調査報告が２６ページから３０ページに載せてありますので、ご

覧ください。 

議案書の９ページにお戻りください。 
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続きまして２番、申請地は福富町地内の田、面積９３５㎡です。 

施設の概要は建売分譲住宅用地で、建売分譲住宅３棟、延床面積はそれぞれ

１０８．２㎡、１０６．８５㎡、１０６．４０㎡です。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法３４-１１、基準を満たす道路に接する住

宅、農地法施行令１０-２農業の振興に資する施設 住宅です。 

こちらの調査書は、３１ページとなっております。各項目とも適正なものと

判断されております。 

また、実情調査報告が３２ページから４１ページに載せてございます。 

では、議案書の９ページにお戻りください。 

続きまして３番、申請地は田島町地内の田、面積１，００８㎡ほか１筆、計

１，０３２㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２８４枚を４６４．４㎡

に設置するものです。 

申請理由は、記載のとおりで、契約内容は、所有権移転の売買、農地区分は

第２種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確

認済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

３番の調査書は、４２ページとなっております。各項目とも適正なものと判 

断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図を載せてあ

ります。 

では、議案書の９ページにお戻りください。 

４番、申請地は名草下町地内の田、面積３６６㎡ほか１筆、計４５５㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル１２０枚を２２０㎡に

設置するものです。 

申請理由は、記載のとおりで、契約内容は、所有権移転の売買、農地区分は

第２種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確

認済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

こちらの調査書は、４５ページとなっております。調査書は各項目とも適正 

なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図

を載せてございます。 

では議案書の１０ページをお開きください。 

５番、申請地は名草下町地内の田、面積１，５６０㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル４００枚を６６８㎡に

設置するものです。 

申請理由は、記載のとおりで、契約内容は、所有権移転の売買、農地区分は

第２種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確

認済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

こちらの調査書は、４８ページとなっております。調査書は各項目とも適正 

なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図
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を載せてあります。 

議案書１０ページにお戻りください。 

６番、申請地は名草下町地内の田、面積９５８㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２８８枚を４８０．９６

㎡に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

こちらの調査書は、５１ページとなっております。調査書は各項目とも適正

なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図を

載せてあります。 

では、議案書１０ページにお戻りください。 

７番、申請地は名草下町地内の田、面積１，３３５㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル４４０枚を７３４．８㎡

に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

議案書の５４ページをご覧ください。７番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。次ページから位置図、公

図、土地利用計画図を載せてあります。 

では、議案書１０ページをお願いします。 

続きまして８番、申請地は名草下町地内の畑、面積９９５㎡ほか１筆、計 

１，２３６㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル３２０枚を５３４．４㎡

に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

申し訳ございませんが、修正がございます。 

受人のところですが、職務代理者と記載されていますが、職務執行者の誤り

ですので訂正をお願いいたします。 

こちらの調査書は５７ページです。調査書は各項目とも適正なものと判断

されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図を載せてありま

す。 

では、議案書１０ページにお戻りください。 

続きまして９番、申請地は名草下町地内の畑、面積８８９㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２６８枚を４４７．５６

㎡に設置するものです。 
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申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

議案書の６０ページに９番の調査書を載せてございます。調査書は各項目

とも適正なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用

計画図を載せてあります。 

では、議案書の１１ページをお開きください。 

１０番、申請地は名草下町地内の畑、面積３５３㎡ほか１筆、計６８３㎡で

す。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２４０枚を４００．８㎡

に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

こちらにつきましても、修正がございます。 

先ほどと同じ箇所で、受人のところの職務代理者と記載してございますが、

職務執行者の誤りとなります。申し訳ございません。 

１０番の調査書は６３ページとなっております。調査書は各項目とも適正

なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図を

載せてあります。 

では、議案書１１ページにお戻りください。 

１１番、申請地は名草下町地内の畑、面積１，１６６㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル３２８枚を５４７．７６

㎡に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

１１番の調査書は６６ページとなっております。調査書は各項目とも適正

なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図を

載せてあります。 

では、議案書の１１ページにお戻りください。 

１２番、申請地は奥戸町地内の畑、面積７４０㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル２４９枚を４０７．５６

㎡に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

１２番の調査書は６９ページとなっております。調査書は各項目とも適正

なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図を
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載せてあります。 

では、議案書の１１ページにお戻りください。 

１３番、申請地は葉鹿町地内の田、面積４９９㎡ほか１筆、計５６６㎡です。 

施設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１５０．９２㎡を建築するもので

す。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は使用貸借権の設定、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法３４-１１、基準を満たす道路に接する住

宅、農地法施行令１０-２、農業の振興に資する施設 住宅です。 

なお渡人は、受人の妻の母です。 

１３番の調査書は７２ページとなっております。調査書は各項目とも適正

なものと判断されております。次ページに位置図、公図を載せてあります。 

こちらも訂正をお願いたします。 

調査書左上に、売買と記載がありますが、使用貸借の誤りですので修正をお

願いいたします。申し訳ございませんでした。 

では、議案書の１１ページにお戻りください。 

１４番、申請地は小俣町地内の田、面積５４７㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル１６８枚を３３６㎡に

設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

議案書の７４ページをご覧ください。１４番の調査書となっております。調

査書は各項目とも適正なものと判断されております。次ページから位置図、公

図、土地利用計画図を載せてあります。 

では、議案書１２ページをお願いします。 

１５番、申請地は小俣町地内の畑、面積９１９㎡ほか１筆、計１，６５１㎡

です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光パネル４４０枚を７３０．４㎡

に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地、備考としまして都市計画法適用外、足利市再生エネルギー条例確認

済、農地法５-２-２、他に代替えする土地の有無 無です。 

こちらも修正がございます。 

土地表示の下段に、田１筆、９１９㎡、畑１筆、７３２㎡と記載があります

が、面積が入れ替わりまして、田が７３２㎡、畑が９１９㎡となります。申し

訳ございません。 

１５番の調査書は７７ページとなっております。調査書は各項目とも適正

なものと判断されております。次ページから位置図、公図、土地利用計画図を

載せてあります。 
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以上、５条許可申請１５件です。 

最後に、欄外に合計の記載がございますが、こちらも先ほどの訂正に関連し

て、田が８，１２０㎡、畑が７，２６２㎡と訂正となります。申し訳ございま

せんでした。 

以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

４番 藤生委員。 

４番 藤生です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の２５ページをご覧下さい。 

調査年月日は令和元年６月１４日、金曜日、午前８時３０分から、調査班は

森山運営委員長を班長といたしまして、河内委員、清水委員、赤坂委員、私の

５名で調査を行いました。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地確認と、申請代理

人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、市内で太陽光の架台の設置工事等を行っている申請人が、会社の収

益向上を目的に、初めて太陽光発電売電業に参入するに当たり、申請地を太陽

光発電設備用地として利用したいというものです。 

発電出力は４９．５キロワットと低圧ですが、年間を通して安定的に発電を

行うため、太陽光パネル３９６枚が設置できる１，６２９㎡が必要とのことで

した。 

土地の選定理由としましては、日照を十分に得ることができ、かつ、公道に

面する土地を数ヶ所検討したところ、適地が申請地だったということです。 

発電パネルの設置は、盛土をせず整地のみとし、転用に係る事業資金は、す

べて自己資金で賄います。 

安全対策として設置するフェンスについては、申請地境界から５０㎝内側

に設置し、農耕機や車両の往来に配慮するとともに、メンテナンス車両は敷地

内に駐車します。また、西側で接する農地の進入路を確保するため、申請地の

南側はトラクターが通行できる幅を残してフェンスを設置するとのことで

す。 

雨水は敷地内自然浸透とし、申請地北側の既存水路はそのまま残すとのこ

とで、周辺農地への影響はないものと考えます。 

申請地は、東側は公道、北側は畑及び雑種地、西側及び南側は畑となってい

ます。 

さらに、申請地の一部が土砂災害警戒区域となっているため、工作物である

パネル及びフェンスは設置しないことを確認しました。 
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結論として、申請地は名草下町中部の第２種農地であり、申請人の実情か

ら、転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることか

ら、調査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ござい

ますか。 

【意見なし】 

ただいま報告のありました本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

１３番 清水委員。 

１３番 清水です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の３１ページをご覧下さい。 

今回は、５条許可申請に伴い、申請地の調査と、別添資料の調査書に基づき

まして、審査基準の確認を行いました。 

調査年月日、調査班は、先の５条許可申請の案件と同様であります。調査対

象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたので省略い

たします。 

当該申請の実情につきましては、申請地の現地確認と、申請代理人の出席の

もと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、関東地方を中心に建売分譲住宅用地の造成、建築、販売を手掛ける

申請人が、申請地を建売分譲住宅用地として譲り受け、利用したいというもの

です。 

平成３０年から本市において、住宅建築を目的とした開発の許可基準が緩

和されたことを受け、小学校周辺の市長が指定した区域内の土地において、建

売住宅を３棟建築する計画となっています。 

子育て世代が、土地と建物を購入する際に融資が受けやすい規模として、１

区画を２２０から２６０㎡前後に設定し、当該農地を３区画に区域取りした

ということです。３棟とも２階建てで、施工から販売まで申請人が行い、来年

４月の入学を控えた家族を見据え、竣工は年末を目途としています。また、事

業に係る資金は、すべて自己資金で賄います。 

申請地の東側は公道、北側は宅地と雑種地、西側は雑種地、南側は宅地と農

地です。この農地の乗り入れは確保されているうえ、申請地周囲は擁壁を打つ

ため、周辺農地への影響はないものと考えます。 
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申請地は公道よりも低いため、全体的に盛土を行い造成する計画で、担当課

の環境政策課と協議済みとのことです。 

なお、申請地の周辺には保育所と小学校があるため、工事車輌等が往来する

際の安全対策については、工事業者が着工前に、学校と具体的な協議を行うこ

ととなっています。また、自治会長には事業概要を説明済みとのことでした。 

結論として、申請地は福富町中部の第２種農地であり、申請人の実情から、

転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることから、調

査班としては、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のありました本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 ２番はそのように決定いたしました。 

続いて３番から１５番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 ３番から１５番はそのように決定いたしま

した。 

続いて議案第３号 農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断

についてを議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１３ページをお開き下さい。 

第３号議案、農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断につい

て、ご説明いたします。 

当案件は、農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断について

必要となった場合に、農業委員会では、農業委員による対象地の現況確認を行

い、総会の議決により判断することになり、今回上程したものです。 

まず１番です。対象地は大沼田町地内の畑、面積４４６㎡、耕作放棄地の把

握年月日は令和元年５月２０日、現況確認日は同じく６月１４日です。 

現地の状況は、笹や雑木が生い茂って山林の様相を呈しており、周囲の状況

から見て、農地に復元しても継続して利用することが出来ないと見込まれる

ため、農地法第２条第１項に規定する「農地」に該当しないと、判断したとい

うことでございます。 

続きまして議案書の８０ページをご覧下さい。位置図、公図が載せてありま

す。 

１３ページにお戻りください。 
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続いて２番です。対象地は羽刈町地内の畑、面積２４７㎡、耕作放棄地の把

握年月日は令和元年５月２０日、現況確認日は同じく６月１４日です。 

現地の状況は、竹が生い茂って竹林の様相を呈しており、周囲の状況から見

て、農地に復元しても継続して利用することが出来ないと見込まれるため、農

地法第２条第１項に規定する「農地」に該当しないと、判断したということで

ございます。 

続きまして議案書の８１ページをご覧下さい。位置図、公図が載せてありま

す。 

以上です。よろしく、ご審議をお願いします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

７番 河内委員。 

７番 河内です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

調査年月日及び調査班は、５条許可申請と同じであります。 

調査対象の概要、確認の趣旨については、事務局から説明がありましたので

省略いたします。 

今回非農地の判断を行うにあたり、現地調査を行い、対象地は集落に近い山

の裾野にあり、以前はぶどう畑として耕作していたようでありますが、現在は

雑木や竹・笹が生い茂っていることを確認しました。周囲の状況からみて、今

後農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な土地と、判断いた

しました。 

結論として、調査班としては、非農地として判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番を上程いたします。 

本件も調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

１４番 赤坂委員。 

１４番 赤坂です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

調査年月日及び調査班は、５条許可申請と同じであります。 

調査対象の概要、確認の趣旨については、事務局から説明がありましたので

省略いたします。 

今回非農地の判断を行うにあたり、現地調査を行い、対象地は集落に近い平

地林の隣接地であり、竹や笹が生い茂っていることを確認しました。周囲の状
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況からみて、今後農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な土

地と、判断いたしました。 

結論として、調査班としては非農地として判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 ２番はそのように決定いたしました。 

続いて議案第４号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１４ページをお開きください。 

議案第４号 農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。令和

元年６月２８日公告分であります。 

議案書の１５ページをご覧下さい。今回の議案の総括表であります。貸借権

設定（利用権設定）が、１２件で面積３０，８７３㎡です。 

続きまして所有権移転は１件で面積８３６㎡です。 

初めに貸借権設定についてですが、詳細が１６ページから１８ページに記

載されておりますのでご覧ください。 

続きまして、所有権移転についてですが、申請地は小曽根町地内の田、面積

８３６㎡で、売買価格は総額で２５万８００円です。 

いずれも審議の後、承認をいただきましたら、６月２８日付で公告の手続き

を行います。 

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に貸借権設定の１番を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、１０番 亀田委

員の退席を求めます。 

【午後３時５５分  退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第４号 貸借権設定の１番はそのように決定いたし

ました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、亀田委員の出席を求めます。 

【午後３時５６分  出席】 

続いて２番から１２番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 
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長谷川委員。 

９番 長谷川です。 

事実確認が必要なため、８番の案件について保留をしていただきたいので

すが。 

本人が現在耕作していなくて、問題のある案件なので、このまま通してしま

うと後の処理が大変なことになってしまうので、８番だけ保留で議決をして

いただきたい。 

事務局から経過報告をお願いします。 

この件について、貸し手側につきましては、親戚関係である借り手に貸与

し、耕作放棄地にならないように希望したとのことです。また、長谷川委員も

おっしゃっていましたが、借り手は自己の不耕作地がございます。今回の貸借

地についても不耕作とならないように確約するとの連絡は受けましたけれど

も、ご審議をお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

平塚推進委員。 

書類上のものだと思いますけれど、先に利用権の設定が切れるので、そちら

が先なのです。その後に、本人が耕作できないという話になって、急遽本人か

らの申し立てで、第三者に貸したいということでありまして、そうしないと、

今までが耕作放棄地になっている現状がありまして、受託を受けて、受託契約

の書類は提出いたしました。 

それなので、借り手が受けてもらうのが当然で、それを転貸しているのもわ

かるのです。 

その場合に、借り手の利用権設定をやめて、直接貸し手と貸し借りをすれば

いいのですが、貸し手が第三者に貸したくないということなので、時間もなか

ったので、こういうかたちで進めて、秋の麦までには借り手が方針をまとめる

ということで、とりあえず米だけは第三者に作ってもらうということで、受託

契約の申請をしました。 

取り下げるということでよろしいのですか。 

調整をいたしますので、暫時休憩といたします。 

【午後４時０１分  休憩】 

休憩前に引き続き、審議を再開いたします。 

【午後４時０９分  再開】 

長谷川委員から申し出のあった、８番の案件については保留といたします。 

また来月上程があれば審議といたします。 

よって、２番から７番、９番から１２番の上程となります。 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、８番を除く、２番から１２番はそのように決定いたしまし

た。 



14 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

続いて、所有権移転を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、１５番 本島委

員の退席を求めます。 

【午後４時１０分  退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第４号 所有権移転はそのように決定いたしました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、本島委員の出席を求めます。 

【午後４時１１分  出席】 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

続いて、報告事項 農地法第５条の規定による届出受理の取消願について

及び非農地証明願の処理経過について、事務局の報告を求めます。 

議案書の２０ページをお開き下さい。 

報告事項、農地法第５条の規定による届出受理の取消願について、ご説明い

たします。 

１番、申請地は大前町地内の田、面積６７１㎡ほか１筆、計６８５㎡、施設

の概要は太陽光発電設備用地で、受理の日付は平成３１年１月２８日、取消の

理由は転用目的変更のためで、取消の日付は令和元年６月１０日でございま

す。ちなみに５条届出１９番と関連する案件です。 

続きまして２番、申請地は大前町地内の田、面積５１４㎡、施設の概要は一

般住宅用地で、受理の日付は平成３１年１月２８日、取消の理由は転用目的変

更のためで、取消の日付は令和元年６月１０日でございます。ちなみに５条届

出２０番と関連する案件です。 

つづきまして、非農地証明願の処理経過について、ご説明いたします。 

１番、申請地は小俣町地内の畑、現況 宅地、面積５２７㎡、願出の理由は、

昭和３５年頃より、また最も新しい織物工場でも昭和６０年頃より宅地とし

て利用しているで、受付の日付は令和元年５月３０日、処理の日付は同じく５

月３１日でございます。現地確認は事務局と森山委員で行っております。 

続きまして２番、申請地は寺岡町地内の畑、現況 宅地、面積１５７㎡ほか

１筆、計３５７㎡、願出の理由は、昭和４５年頃より宅地として利用している

で、受付の日付は令和元年６月４日、処理の日付は同じく６月６日でございま

す。現地確認は事務局と亀田委員で行っております。 

以上報告いたします。 

ただいま事務局より報告のあった本件について、ご意見はございますか。 

【意見なし】 

それでは、ご了承願います。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 
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以上で、第２５回足利市農業委員会総会を閉会いたします。 

【午後４時１５分  閉会】 
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